異常な 怪奇と 戦慄と を 求める ために 組織され た 「殺 

人 倶楽部」 の 例会で、 今夕 は 主として、 「殺人 方法」 が 

話題と なった。 

会員 は 男子 十三 人。 名 は 「殺人 倶楽部」 でも、 殺人 

を 実行す るので はなくて、 殺人に 関する 自分の 経験 (若 

しあれば) を 話したり、 セン セ ー ショ ナルな 殺人事件 

に関する 意見 を 交換した りする のが、 この 倶楽部の 主 

なる 目的で ある。 

「絶対 に 処罰され な い 殺人 の 最も 理想的な 方法 は 何 で 

しょうか？」 と 会員 A が 言う と、 

「それ は 殺そうと 思う 人間に 自殺させる こと だと 思い 



ます」 と 会員 B は 即座に 答えた。 

「然し、 自殺す るよう な 事情 を 作る こと は 非常に 困難 

でしよう」 と A。 

「 困難 です けれど、 何事 に 依らず 腕 次第 だ と 思います」 

と B。 

「そうです、 そうです」 と、 その 時、 中央の テ— ブル 

ランプ あか リ 

に 置かれた 古風な 洋燈の 灯が かすかに 揺れた ほどの 

大声で、 隅の 方から 叫んだ ものが あるので、 会員 は 一 

斉に その 方 を ながめた。 それ は 年に 似合わず 頭の つる 

り と 禿げた C 眼科医で 、 彼 は 勢い 自分の 言葉 を 裏書す 

るよう な 話 をし なければ ならな くな つ た。 



で、 C 眼科医 は 小 咳 を 一 つして、 コ— ヒ— の カップ 

を 傾け、 ぼつり/^ 語り はじめた。 

私 は 今から 十五 年 程 前、 T 医学 専門学校の 眼科 教室 

に 助手 を 勤めた ことがあります。 自分で 自分の こと を 

うまれつき あたま 

言う の も 変です が、 生来、 頭脳 はそんな に 悪い と は 思 

いません けれど、 至って 挙動が 鈍く 手先が 不器用です 

から、 小学校 時代に は 「のろま」 中学校 時代に は 「愚図」 

あだな しか むし 

という 月並な 綺名を 貰いました。 然し 私 は、 寧ろ 病的 

といつ てよ い 程復譬 心の 強い 性質で したから、 人が 私 

を 「のろま」 とか 「愚図」 とか 言います と、 必ず その 



ものに 対して 復譬 する こと を 忘れな か つたので す。 復 

警と 言っても 侮辱 を 受けた その 場で 拳 を 振り上げたり、 

荒い 言葉 を 使ったり する ので はなく、 その 時 は 黙って、 

むし 

寧ろに や/ \ 笑って 置いて、 それから 一日 か 二日、 時 

に は 一 週間、 或 は 一 ヶ月、 いや、 どうかす ると 一 年 も 

か、 つて 適当な チャンス を 見つけ、 最も 小気味よい 方 

法で 復謦を 遂げる のが 常でした。 これから 御 話しす る 

の も その 一 例であります。 

T 医学 専門学校 を 卒業す ると、 私 はすぐ 眼科 教室に 

はいりました。 学校 を 卒業しても、 相 も 変らぬ 「のろ 

せっかち 

ま」 でした から 性急な 主任の S 教諭 は、 私の 遣り方 を 



見て、 他の 助手 や 看護婦の 前 を も 憚から ず Stumpf, 

ドウ ンム ファウル 

Dumm, p.aul などと 私 を駡リ ました。 いずれも 「鈍 

い」 とか 「馬鹿」 とか 「どじ」 とか を 意味す る 独逸 語 

の 形容詞 なんです。 私 は 心に 復謦を 期し 乍ら も、 例の 

ごとく 唯々 黙々 として 働きました ので、 後に は S 教諭 

は 私 を 叱る ことに 一種の 興味 を 覚えたら しく、 日に 日 

に 猛烈に これ 等の 言葉 を 浴せ かけました。 然し、 教諭 

きわ 

S は 責任感の 極めて 強い 人で、 助手の 失敗 は 自分が 責 

任 を 持たねば ならぬ と 常に 語つ て 居た ほどです から、 

私 を 罵り 乍ら も、 一 方に 於て 私 を 指導す る こと をお ろ 

そかに しません でした。 従って 私の 腕 も 相当 進歩 はし 



ましたが、 私の 動作 は 依然として 緩慢で したから、 教 

諭の 嘲罵 はます くその 度 を 増して 行きました。 

S 教諭の 私に 対する この 態度 は、 自然 他の 助手 連中 

や 看護婦に も 伝染して、 彼等 も 私 を 「痴人」 扱いに し 

てし まいました。 後に は 入院患者 までが 私 を 馬鹿にし 

もく /\ 

ました。 私 はや はり、 黙々 として、 心の中で 「今に 見 

ろ」 という 覚悟で 暮 しました が、 復謦 すべき 人間が あ 

まりに 多くな つてし まいに は 誰 を 槍玉に あげてよ いか 

迷うよう になり ました。 それ 故 私 は、 なるべく 早く 

すべ 

チャンス を 見つけて 最も 激烈な 手段で、 凡ての 敵に 対 

する 復謦心 を 一 時に 満足せ しむる ような 計画 を 建てる 



れて 行きました。 暗室 は 文字通り、 四方の 壁 を 真黒に 

塗って 蜘蛛の巣 ほどの 光線 を も 透さぬ ように 作られた 

室です から、 馴れた 私たちが はい つ て も息づ まるよう 

、ちん 

に 感じます。 況ゃ ヒステリックな 女に とって は 堪え 

られぬ ほどの いら/^ した 気持 を 起させた だろうと 思 

います。 私 は 瓦斯 ランプに 火 を 点じて 検眼鏡 を 取り出 

し、 患者と 差 向いで、 その 両眼 を 検査 致しました とこ 

ろが、 例の 通リ 私の 検査が 至って 手 遅い ので、 彼女 は 

さんさ 

三叉神経痛の 発作 も 加わった と 見え、 猛烈に 顔 をし か 

めました が、 私 は それ にも拘らず 泰然自若 として 検 

眼して 居ました から、 遂に 我慢が しきれ なくなつ たと 



可な リ 進んだ 時期の もので したが、 別に 眼球 剔出 法 を 

施さないでも、 他の 小手 術で なおる だろうと 思い まし 

たので、 そのこと を S 教諭に 告げて 置きました。 

ところが、 私の 予想 は 全く はずれた のです。 その 夜 

はちょう ど 私の 当直 番 でした が、 夜半に 看護婦が あわ 

た、 V しく 起しに 来ました ので、 龃 けつけ て 見る と、 彼 

女 は ベッドの 上に、 のた 打ち まわって、 悲鳴 を あげ 乍 

、* おも 

ら 苦しんで 居ました。 私 は 直ちに 病気が 重った こと を 

察しました。 或は アト 口 ピン を 点眼した のが その 原 

因と なった かも 知れません。 はっと 思う と 同時に、 心 

の 底から 痛快の 念が むらく と 湧き出ました。 取り あ 



えず 鎮痛剤と して モルヒネ を 注射して 置き ましたが、 

あくる 日、 S 教諭が 診察す ると、 右 眼の 視力 は 全々 な 

くな つてし まい、 左の 方 も かすかな 痛みが あって、 視 

力に 変り ない けれど、 至急に 右 眼 を 剔出し なければ 両 

眼の 明 を 失う と 患者に 宣告した のであります。 そうし 

て その 時 S 教諭 は 患者の 目の前で、 これ 程の 容体に な 

るの を 何故 昨日 告げなかった かと、 例の 如く、 Stumpf, 

Dumm を 繰返して 私 を 責めました。 

S 教諭が 患 眼 剔出 を 宣告した とき、 私 は 彼女が 一 眼 

をく り 抜かれる と 思つ て 痛快の 念で 息づ まる 程でした 

が、 S 教諭の この 態度 は、 その 痛快の 念 を 打消して し 



まう ほど 大きな ショック を 私に 与えました。 その 時 こ 

そ は、 S 教諭に 対して はかり 知れぬ 程の 憎悪 を 感じ ま 

した。 私 は 顫える 身体 を 無理に 押えつ けて、 じっと 辛 

抱しながら、 S 教諭に 対して 復謦 する の は、 この 時 だ 

と 思いました。 美貌 を 誇り、 それ を 売り物と して 居る 

女優が 一 眼 をく り 抜かれる こと は 彼女に とって は 死よ 

り もつ らいにち がいない。 若し、 私の 点眼した アト 口 

ピ ンが 直接の 原因と な つたと したならば、 私 は 立派な 

復謦を 遂げた ことになる。 と、 こう 考えて 見ても 私 は 

どうも それだけ では 満足 出来なかった のです。 彼女に 

対して もっとく 深刻な 復謦を 遂げ、 その上 教諭に 対 



し て も 思う存分 復謦 した いと 思いました。 それに はこ 

の 又とない チャンス を 利用す るに 限る と 私 は 考えた の 

であります。 

患者が 眼球 剔出と きいて 如何に それに 反対し たかは 

諸君の 想像に 任せます。 然し、 S 教諭 は 捨てて置けば 

両眼 を 失う という こと、 巧みに 義眼 を 嵌めれば、 普通 

の 眼と 殆ど 見分けが つかぬこと など を懇々 説諭して、 

なお その 言葉 を 証拠立てる ために、 義眼 を 入れた 患者 

を 数人、 患者の 前に 連れて来て 示した ので、 やっと 患 

者 は 納得す るに 至りました。 

女子の 眼球 剔出の 手術 は、 通常 全身麻酔で 行う こと 



になって 居ります。 私 は 即ち、 その 麻酔 を 利用して、 

S 教諭に 対する 復謦を 遂げようと 決心し ました。 御 承 

知の 通り、 全身麻酔に は クロ ヽフ オル ムとェ —テルの 

混合 液が 使用され ますが、 私 は それ を クロ、 フ オル ム 

だけにしたならば、 ヒステリックな 患者 はこと による 

と 手術 中に 死ぬ かも 知れぬ と 思いました。 助手の 失敗 

は 教諭の 失敗であります から、 責任感の 強い S 教諭 は、 

ことによると 引責 辞職 をす るか、 或は 自殺 を も 仕兼ね 

ないだ ろうと 考えた のです。 諸君！ 諸君 は 定めし 

「なるほど、 痴人に ふさわしい 計画 だな」 と 心の中で 笑 

われる ことでしょう。 然し 问事も チャンスに よってき 



まるので すから、 これによ つて、 意外に 満足な 結果 を 

得ない とも 限らぬ と 私 は 思いました。 

さて、 患者が 承諾 をす ると、 私 は 時 を 移さず 手術の 

準備 を 致しました。 眼科の 手術 は 外科の 手術と ちがつ 

て 極めて 簡単です。 いつも 教諭と 助手と 看護婦の 三人 

で 行われます。 S 教諭 は 腕の 達者な 人です から、 碌に 

手 も 洗わないで 手術 をす る 癖です。 私 は 先ず 患者 を 手 

術 台に 仰向きに 横 わらせ、 側面に 立って 麻酔剤 を か 

けました。 無論、 クロ ヽフ オル ム だけ を 用いました。 

マスクの 上から 大量に 滴らし ますと、 患者 は 間もなく 

深い 麻酔に 陥った ので、 看護婦に 命じて 隣室の 教諭 を 



呼ばせ、 その 間に 私 は 一方の 眼 をガ— ゼで蔽 い 手術 を 

受ける 方の 眼 を さらけ出して 教諭 を 待ちました。 

やがて S 教諭 は 患者の 頭部の 後ろに 立 つ て 手術 刀 を 

握りました、 いつも 手術 中には、 私に 向って 必ず、 例 

の 独逸 語の 罵言 を 浴せ かけます が、 その 日 は、 私が ク 

口、 フ オル ムの 方に 気を取られて 居て、 余計に 愚 

図々々 しました ので、 一層 はげしく 罵りました。 罵り 

乍ら も 教諭 は鮮 かに 眼球 を 剔出して、 手早く 手術 を 

終って 去りました。 くり 抜かれて、 ガ— ゼの 上に 置か 

れた眼 は 健 眼と 変り なく 何となく 私 を 睨んで 居る よう 

でした から、 一瞬間ぎ ょッと 致しました。 で、 私はピ 



ン セットに はさみ、 いち 早く 看護婦の 差 出した、 固定 

液 入りの 瓶に ボンと 投じて 持ち去らせ、 それから 繃帯 

にと りか 、りました。 通常 一眼 を 剔出しても、 健 眼に 

対する 刺戟 を 避ける ために、 両眼 を 繃帯し、 二日 後に 

はじめて 健 眼 を さらけ出す ことにな つ て居リ ますので、 

私 は、 患者の 眼の 前から 後頭部に かけ 房々 とした 黒髪 

を 包んで、 ぐる/ \ 繃帯 を 致しました。 それが 済む と、 

まだ 麻酔から 覚めぬ 患者 を 病室へ 運び去らせて 跡片附 

を 致し ましたが、 私 は 予期した 結果の 起らなかった こ 

とに、 非常な 失望 を 感じました。 諸君 は 私の 計画が 

やっぱり 痴人の 計画に 終った と 思われる でしよう が、 



びました。 

然し、 S 教諭に 対する 復譬 は？ 諸君、 若し、 左の 

眼 も 緑内障に かゝ つたならば、 もう 一 度 眼球 剔出の 手 

術が あるべき 害です、 私 は 其処に 希望 をつな ぎました。 

何事 も チャンスで すよ、 諸君！ 

愈 よ 三日 目に な つ て 繃帯 を 取る ことにな リ ました。 

私 は その 日 を どんなに 待った ことか、 繃帯 を 取り除い 

て 若し 残った 眼が 見えない よう だったら、 それ こそ 立 

派な 緑内障の 証拠で、 患者に 対する 復謦 心が 一 層 満足 

させられる ばかりでなく、 教諭に 対する 復謦の チャン 

スも 得られる 訳です もの。 



その 朝、 私 は S 教諭に 向って、 患者の 健 眼が 痛み 出 

むね 

した 旨 を 告げました。 すると、 教諭 は 顔 を 曇らせて、 

「また やられた のかな」 と 言い ましたが、 その 日 は 何 

となく 沈んだ 顔 をして 居た ので、 私 を 罵りません でし 

た。 

やがて 私 は 他の 助手 や 看護婦た ちと 共に、 教諭に 

従って 患者の 室に 行きました。 患者 は 以外に 元気で、 

早く 繃帯 を 取って くれと せがみました。 私 は 患者 を 

ベッドの 上に 起き直らせ、 亢奮の ために 顫える 手 を 

もって、 繃帯 を 外しに か 、りました。 

「繃帯 を 取って から、 少しの 間 はまば ゆいです よ」 と 



S 教諭 は 患者に 注意し ました。 

さて、 繃帯 を 取り 終る と、 申す 迄 もな く 剔出した 方 

の 眼に はョ— ドフ オル ムガ— ゼが 詰められて ありまし 

て、 美しい 容貌 も惨儋 たる ものでした。 患者 は、 さら 

け 出された 方の 眼で ジッと 前方 を 見つめ、 一つ 二つ 瞬 

きをして 何 思 つた かに つ こり 笑つ て 言いました。 「s 

先生 冗談な すつ ちゃい けません。 早く 暗室から 出して 

下さい」 

この 意外な 言葉 をき いて、 並居る 一同 は、 はっとし 

て 顔 を 見合せ ました。 恐し い 予感の ために 誰 一人 口 を 

き、 ません。 私 は 心の中で、 愈よ 私の チャンスが 来た 



なと 思い、 どうした 訳 か ぞっとし ました。 患者 は果し 

て 眼が 見えなかった のです。 

すると 患者 は 首 を 傾け、 その 白い 両手 を徐々 に 上げ、 

軽く 水泳ぎ を するとき のよう な 動作 をして 頰 から 眼の 

方へ 持って行き ましたが、 その 時、 世に も 恐し い 悲鳴 

を あげました。 

「あつ …… わつ …… 先生— …… 先生 は …… 、 右と 左 を 

間違えて、 見える 方の 眼 をく り 抜き ましたね ッ— 」 

C 眼科医 はこ、 で 暫く 言葉 を 切った。 室内に は 一種 

みなぎ 

の 鬼気が 漲った。 



諸君、 実に、 いや、 実は、 患者の 患 眼 は その まゝに 

なって、 健 眼が くり 抜かれて 居た のであります …… こ 

の 恐し い 誤謬が もとで、 責任感の 強い S 教諭 は、 二日 

の 後 自殺し ましたよ …… 諸君、 S 教諭の 誤謬 は、 も は 

や 御 察しの こと ゝ思 うが 復謦 心に も ゆる 私の 極めて 簡 

単な トリックの 結果でした。 即ち 患者に 麻酔をかけた 

後、 看護婦が 教諭 を 呼びに 行った 留守の 間に、 患 眼に 

ガ ー ゼ を かぶせて 健 眼 を さらけ出して 置いた のに 過ぎ 

いわゆる 

ません。 これが 私の 所謂 チャンスです。 どうです 諸君、 

一石に して 二 鳥、 痴人と して は 先ず 上出来な 復謦 では 



ありま せんか。 

(〈新 青年〉 誌 大正 十四 年 十二月 号 発表) 



底本 ： 「日本 探偵小説 全集 ー 黒 岩 涙 香 小 酒 井不木 

甲 賀三郎 集」 創 元 推理 文庫、 東京 創 元 社 

1984 (昭和 S) 年匸月 U 日 初版 

19 9 6 (平成 0O) 年 8 月 2 日 Do 版 

初出 ： 「新 青年」 

1925 (大正 M) 年^ 月 号 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 網 迫、 土屋隆 

校正 ： 川山隆 

2 o o 5 年：：：： 月 M 日 作成 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



